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低硬度の鉄鋼試料な研摩する場合,研摩法によって甘しく顕微鏡組
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を異にすることがあり,金柑学的な可

香について迷うことがある｡木研究は従来の機械的研摩法と電解研摩法の研摩糾鰍こ及ぼす影響を調べたもの

である｡その結果,機械研摩誹料には流動層と加工ひずみ倒からなる変質層が〟宜し,このため正確な組織を

現わさない場合があるが,パフと腐食をある和度繰り返すことによ と同様な正確な糾織が得られ

る0この変質矧よ研摩条什により異なるが約ト2/∠のノー≠さをイj▲し,硬度をややJ捌lル腐食されやすい傾向をホ

す｡また焼鈍高炭

緒

鋼を機械研摩した場合,実機より過大な炭化物を題める場合がある｡

第1ぷ 武 料の 化 学 戒二分

るにほ現在レプリカ法が普及さ′れてお

り,般近は~L自二接試料の観測~1-∫能な反射形電子顕微鏡もー-▲舶こ完成を

みているが,いずれの場合も当然のことながら,第1条什ほ土一主の組織

を示す検鏡試料を作製することにある.｡これほ従来の光学顕微鏡に

おいても同様であるが電二予顕微鏡ほ極微の世界を開拓するものであ

り, 験的な知見にとぼしいだ桝こ視野組織が正い

定に苦しむことがしばしばある｡

筆者らほさきに検鏡

別のカ

〕
ヽ
ノ

どカ

のじん速化を期するため各種の鉄鍋

につき交流電解研摩の研究(1)を行ったが,そのさい,試料によっては

電解組織と機械研 組織との間に著しい差異の存在することを認め

た｡これは主として機械研摩小,変質層が研摩而に生ずるためと考

えられるが,鋼種によって組織変化の状況が異なり金相学的な判断

を誤るおそれが十分ある｡したがってこの点をある程度定量的に確

認しておくことは,特に 子顕微鏡試料調整には必要である｡本研

究ほ上記の見地より行ったものである｡

2.試料および実験方法

研摩方法の差異に基づく顕微鏡組織の 化が認められるのほ,低

硬度試料に限ることはすでに報告(1)したところである｡よって.試料

としては電磁軟鉄および各温度で焼鈍処f■l=ノた高炭素鋼を選んだ｡

第1表ほこれらのi

ホす｡

料の組成を,また弟2表ほ熱処理および似度を

苓試料ほ高速切断機で約10n-mに切断後,グラインダで厚さ約8

mmに研削した｡つぎにエメリペーパーで5/′0まで順次研摩した｡

使用ペーパーほスワン印 Superior(Schmirgelpapier Blau)であ

る｡従来はさらに6/′oFまで研摩後/ミフ仕上げを行うのが汁通であ

第1国 電磁軟鉄,1回/くフ研摩後

腐食せる組織(×400)

l｣止金属~工業株式会社安来⊥場

第2表 熱 処 理 お よ び 硬 度

て~】

る｡本実験においてほ,これからさきの仕上げを電解研摩と機械研

摩に大別し,機械研摩としてほ6/0程度のエメリ研 を十分行った

のち,従来のようにパフ仕上げを待ったものと,これを腐食し組織

を確認し,さらにパフをかけたもの,およびこれを数回繰り返した

ものを試料とした｡電解研摩は交流電解研 法(1)を用いた｡

そのほかの実験方法については各実験結果の項において述べるこ

ととする｡

3.実 験 結 果

3･l研摩方法と顕微鏡組織

本節においては研 法が異なる場合,脊 料の実 の顕微鏡組戯

がどのような差異を生ずるかについて現象論的に記述してみたい｡

まづ弟l図は電磁軟鉄を普通のエメリ研摩後11旦レミフ研摩し,3%

硝酸アルコールで商食した場合の組織を示す｡.この場合パフほかな

第2国 電磁軟鉄,4回パフと腐食を

繰り返した観織(×400J
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第3図 電磁軟鉄,電解研摩後

衛食した組織(×4(犯)



鉄 鋼 の 麒 徽 鏡 組 織 に 及 ぼ す 研J 方 法 の 影

第4岡 自2(8500C焼鈍)

パフ研摩後庖慄(×4イ)0)

試料1阿

第7図 白2(8500C焼鈍)を電解研摩後

腐食したもの(×400)

第10図 白2(第9図のもの)を

さらにパフ研摩腐食(×400)

雛5Ⅰ冥1r∠12(雛4lミく1のもの)をさらに

パフ研摩後腐食(×4()n)

第81当 日2(第7囲と同じもの)の

電解研摩のままの状態(×400)

第11岡 自2(第9図のもの)をさらに3凹

パフ研摩腐食を繰り返す(×400)

り長時間かけ,また腐食と相当強く行われているが組織はほとんど

現旧しない｡若干みられる研摩痕ほパフ研摩終了時は認められなか

ったもので,腐食のために現われたものであり,多数の黒点はおも
にetching pitと考えられる｡

これをさらにパフ研 および腐食を繰り返すと次第に結晶粒が認

められるようになる｡弟2図ほパフ,腐食を4回 り返した場合の

組織である｡もちろんェメリおよびパフ研件のかけ九 すなわち圧

力とか研 時間の差により多少の変化はあるが,通常用いられる方

法では少なくとも2回以上パフおよび腐食を振り返さねば完全と認

められる組織ほ得られない｡これらの機械研 に対し,電解研摩で

は短時間でより鮮明な組織が得られる｡舞3図は電解研摩後同

腐食を行った場合で,弟2図と似ている 組のかほのそ界
l粒

潮力

がさらに明りょうである｡ただ電解研摩の場合はその性監上電解過

度になるとpick11ingを竺l三t:,とくにinclusionの多い試料ほ著し

く,この点,機械研摩組織と異なる場合がある｡

高根素鋼の焼鈍組織も研凧l_り数により明らかな抑異をホす｡弟4

図は白紙2号の8500C焼鈍試料をェメリ研摩後1川ノミフ,3%硝酸

アルコールで腐食した場合の組織であるt〕すなわち初析セメンタイ

トと考えられる炭化物ほ円く大きく分和し,ほかほ漫然として黒く

腐食されフェライトほ全然認められない｡これをいま一 パフ研摩
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し,同

第6同 日2(第4図のもの)をさらに3回

パフ研摩腐食を繰り返す(×400)

第9図 白2(9000C焼鈍)試料を

1回パフ研摩腐食(×400)

第12図 自2(9000C焼鈍)試料の

電僻研摩組織(×400)

な腐食を行えば弟5図のような組織となる｡初析セメソタ

イトはその大きさを減じ フェライト地および層状パーライトがや

や認められる｡第d図ほ同一試料についてさらにパフおよび腐食を

振り返した場合で,フェライト他に少量の層状パーライト,球状セ

メソタイトおよび初析セメソタイトが混在することが明らかであ

り,第4図に認められる大きな炭化物はみられない｡

弟7図ほ同 組織である｡すなわち弟d図の繰り返

し機械研摩組織とはとんど同様な組織を示すが,炭化物ほやや成体

感を主呈し,かつわずかに着色されている｡高

研

鋼においてほ電解

により炭化物が浮きrl-iすことほ,第8図のように電解後無腐食

のままでも認められる｡また炭化物が其白く現われないのは電解中

試料表面に薄い酸化膜が生ずるからである｡この点ほ

り明らかとなっている｡

よ肺恒子

高炭素鋼の球状化組織も研摩法の影響が現われ,たとえば8000C

に1時間保持球状化した白紙2今の球状セメンタイトはエメリ研摩

後パフ1回のみでは大きく現われ,パフおよび腐食を繰り返すと球

状セメンタイトの大きさがやや小さく多少そろってくる傾向を読

す｡電解研摩では8500C焼鈍の場合と同じく繰り返し研

った組織と合致する｡

腐食を行

弟9～l=図は白紙2号を9000Cより徐冷し過共析セメンタイトを
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第13図 自2(第9図のもの)をピクリン酸

ソーダで煮沸した場合90秒(×40())

第14図 自2(第11_図のもの)をピクリン酸

ソーダで煮沸した場合30秒(×400)

金 属 斗､1三珠 号 第5集

〝:炭イヒ物の組数

r:炭化物の平均平径

第15図 球状セメンタイト計算[当l

網状に析出せしめた場合の組織に及ぼすパフと腐食回数の影響を示

したものである｡この場合もパフ1回のみでは網状セメンタイトは

太く,ほかのパーライトは黒く腐食されほとんど層状が見分けられ

ない(弟9図)｡パフおよび腐食を振り返すと次第にパーライトが明

りょうとなり,網状セメソタイトがやや細くなること舞】0図のと

おりである｡さらにノニフと腐食を繰り返すと円状パーライトはいっ

そう明りょうになり,フェライト地とセメンタイトが区別できるよ

うになり網状セメンタイトは初めの鴇以~卜の厚さを示すに至る(弟

11図)｡

舞12図は同じ試料を電解研摩した場合で機械研摩を

ときの組織とほとんど同様である｡

り返した

以上の研摩法と電子顕微鏡7阻織との関係についてほ以前に発表し

た報告(2)(3)を参照されたい｡

上述のとおり高炭素潮の焼鈍組織に及ぼす研摩法の影響はかなり

しい場介のあることが判明したが,念のため別の腐食法による組

織の差異を示したのが弟】3,14図である｡すなわち舞13図ほ前

述の試料(弟9図の試料)を硝懐の代りにピクリン酸ソーダ巾で煮

沸し,セメンタイトの着色により組織を観察したもので, 沸3分

でも網状セメンタイトは濃褐色に着色されず,やはり厚さが人であ

り,ほかの組織は浪とんとしてわからない｡これに対し弟14図は

パフ腐食を3同線り返したi 料を同じくピクリン酸ソーダで着色し

た場合で,煮沸30秒で網状セメンタイトは濃褐色を望し,結晶粒内

の 芋状パーライトも明りょうに.も錘)られる｡網状セノソタイトの厚

さが少なくなることも硝酸腐食の場合と同様である｡,

ように低傾度の鉄鋼試料の顕微鏡組織ほ常通のラフな

機械研摩でほ著しく異なる組織をホすことがあり,パフ研伴および

腐食な繰り返せば,最敵l裾こは電酢研摩㈲蘭と川じになることが明

らかである｡

3.2 炭素含有量と組織の検討

前節の各顕微鏡組織の;rlで電磁軟鉄の場合ほ彗燃,結晶粒界の明

りJ二うに言.距)ド)れる桝樺法ろr採什卜｢るこ上になるが,高根豪灘匿小

一--･試料における組織のブ告ぎ･!についてはどjしが正確な紺髄液すすかに
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日■＼ン:評論JjtJ冊第42け

〃:綻.宗.袖二 勤

第16囲 網状セメンタイト計算図

ついて決定する必要がある｡これに対する一手段として炭素含有量

と組 との検討を行った｡

金川学_r二ある試料の顕微鏡組繊ほほなはだしい偏析またほ過大組

織のないかぎり奇相の面根比はl~■-れこく春用の休ぷ比を代表するもの

と考えられる｡L子こがってや唱廿ヒに行杵1の比市を栗ずれば二雨量比が

得らかる｡いま純炭素鋼の_仝部のセノンタイトが完全に球状化し,

かつ▲一様な人せさで分和し_･たとすれは顕徴鎧では弟15図のように

観察されるものとする｡この場合張地ほ炭素濃度0のフェライト,

すなわち純鉄とみなせほ次式をうる｡

汀γ2乃β1¶15C

汀尺2p2 100

C=
20γ2タ乙β1

3月2p2

′･人･＼
3払
20乃Pl

含有晶:

視野の半律

炭化物の半径

ノ封ヒ物の総数

β1:セメンタイトの比並

〝z:試料の比煎

(1)式ほ央際の顕微鏡姐繊から択 最を求めるときに,

ある炭素鋼の任意の視野における球状炭化物の平均半径を

合である｡

(2)式ほ

める場

本研究に用いた炭素含有量1.15.?占~の白紙2号の球状化組織より数

視野について(1)式で計算すると,パフ研摩腐食1何の試料では択

素量1.30～1.40%,縁り返し研摩および電解研摩試料では0.90～

1.10%となった∪この場合各比窮ほセメンタイト7.由7(4),試料7,772

にとったが,比:屯による差異は計測乱渦畑こはいるものと考えられ

るっ_上記の伯は前者では分析植より柏｢【律iく,後者はやや低いがフ

ェライトそのほかに冊浴したCを考慮すれば真の値に近いであろ

う｡また根嘉量1.42㌔′の｢l紙1-り･の球状化組織(機械研 )を電子

顕微続により 5,()00佃こ鉱人し面積.汁錐(切抜法)を行ったがパフ

研摩,腐食む睨り返さない糾粗からほ根素一昔約1.60%を得た｡

つぎに~■紬肯赤錆陀㌧軋111絨以_卜の晶=髪より徐冷すればいわゆる標

準組織となり,共析成分の層状パーライト地｢Mこ初析セメソタイト

が粒卯に析=し,網口状を一望することは周知のとおりで,この網状セ

ノンタイト畳カイノ尿素含有認を汁絆するためす-プチナイト結晶粒

卯が止六川形になったと仮定し∴た｣競合モデル図舞】d図をうる｡こ



及 ぼ す 研 方 法 の 影

れより〕止似計算式な組立てるとつぎのとおりである′

竺器詔諾●一のl=15(雪一品`-`85)
c≒_叫喚町づ少し刃再__21+0.85…………………(3)

9ⅣαV3/)2

網状セメソタイトの厚さ

正六角形の一辺の｢P均長さ

Ⅳ:結晶粒数

ただし全辺数(すなわちαの合詔)の詔舘は歳似′鼠差額数‡6Ar-=

2(Ⅳ-1)‡で粒数Ⅳが多くなるとやや真の伯よりふえるが,果際の

結晶粒の形状は複雑な形をとるから誤差内にほいる｡本式は網状セ

メンタイトが最も厚く出る場合の近似

いま(3)式より第9図の組

といえる｡

から炭素量を めると約1.40%,舞

12図の場創･ま約0.95%を得た｡この場合も固溶炭素および実際試

料の複雑な結晶粒の形を考慮するならばパフ1何の組繊ほ著しく炭

素量高く, 合場の摩研解 は分析値に近くなることが推定できる｡

3.3 腐食と研摩方法との関係

前述の顕微鏡組織ほ大部分3%硝酸アルコー′レで腐食したのであ

るが研摩法が異なれば腐食の程度も異なることが凋められた｡すな

わち電磁軟鉄の 含パフ1国のみでは腐食されやすく,バブ,腐食

を繰り返すにしたがい腐･良されにくくなり,電解研

食性を示した｡'高炭素鋼の場合も前掲の写真より謂められるように

解研摩の場合ほ腐食されにく

くフェライトが認められる｡すなわちパフ研 1何の試料は腐食さ

れやすい層が表面に生じているものと考えられる｡これを碓謁する

意味で白紙2号の9000C焼鈍試料を5.′/0までエメリ研摩したまま3

%硝酸中に浸濱し時間と組織との関係を調べてみた｡その結果3分

前後で網状セメソタイトが現われ,第9図の組織に似てくるが,さ

らに1時間腐食を続けると網状セメソタイトの さがやや細

て浮上ってくる｡地ほ貢黒に腐食されるがこれを軽くパフ研

と,網状セメソタイトはさらに細く電解研

研

なっ

程度になる｡なおパフ

を続け,腐食部分をとり去り,通常の腐食を子~fえば電解組織

(策12図)と似てくるがetchingpitが多数残り,綺麗な組織は得

られない｡

またパフ研

合があり,

ピクリソ酸ソ

組な

ー
ヘ
ノ

よの

ってもpitや異状な組織を′トヂる場

0
いたが得ま

る場合についてほ既 したからふたた

び振り返さないが,パフと腐食を繰り返したときとそうでない場合

前節までの実験結 より同一試料における機械研摩組

面層に存在することが判明したが,さらに他の面から

の差異は

の存在を確かめるH的でつぎの実験を行った｡まず電磁軟鉄をエメ

リ研摩(5/0)したままのものと,電解研摩を施したものについて

研

用い荷

った｡試験機はてイクロビッカース硬度計を
りなか

ったが機械研摩のほうはばらつきが多い｡この結果は予期〔5)に反し

たが,きず跡の大きさとピッカー子コーンの角

計算すると約4〃となりかなり深い｡このため

質層の厚さは後記のとおり

より匠痕の探さを

両変質層の影響ほ

磁軟鉄で約1.2JJである｡その後やや

硬度の高いSA-1(特工2種相当)の球状化組織についてマイクロ

ピッカースで測定した結果ほ,わずかでほあるが明らかに機械研摩

のほうが硬度大であった｡

これらの結果から考えて機械研 のさい生ずる変質桐ほ実際の就

料より若干高い硬度を有するものとノ瓜われる･.,

第ニ;表 椀電位測定結果(0.5%HNO3フルコー′レ溶液)

武村(電極)組合わせ

両極共電解諷刺

両極共磯潮研摩試料

焼鈍試料と引抜試料
(いずれも機械研悸二)

電解研摩試料と機械研摩試料

墨跡牒=持(碇軋藍

わずかに指針振れるし.約士1mV

ほとんど指針振れず｡約±0,3mV

一定の電位差をホす｡約-3.5mV
(第17L吼)

浸あ 著よに問時
図7澗hソ
しい滝位差の変化

J､(フ
.U

ご;√り

時+問ノれ=ム甘

(0.5%硝酸アルコール)

第17図 浸漬時間と起電力との関係

つぎに9.5mm¢の電磁軟鉄を約80nlmの

みを除去後, 解研摩あるいほボール

さに切断し加工ひず

に取付け3ノ/0のエメリ研摩

を施した各試料について梅問電位差を測碇t_-てみた｡電解液ほ0.5%

硝酸アルコール溶液でこれをビーカーにみたし.卜.㌻dの試料を~両極

としその組合わせを変えた場合の柚′主=E位と緑清叫間との関係を調ド

た(′その結果を発3表および策17国に力け‖

電解研摩試料あるいは機械研摩試料糾｢-i極にした場合も研摩条件

が厳掛こは一定でないためわずかにミリボルトノータの指針がふれ

るが,すぐ肴位差を消失する｡また引抜加工のままの試料とこれを

6500Cに加熱し加工ひずみを除去した試料を両極にした場合ほ∵藁

の 位差を示し,時間的な変化ほi認､められない｡点線ほこの一例を

示す｡これに対し電解研摩と機槻研摩試料を組介わせた場合ほ周の

ように両極を浸漬庄後大なる電位二差む生じ ただちに急激にその大

さを減じ5分後に零となり,さらに■方向を変えて電(､ソニ差を増し20分

でほぼ一定値をとり,その後2時間位はこのままであるが,それ以

_ヒ浸漬を続けるとしたいに電位差を減じ3時間以上ではほとんど
位差を消失する｡国中の托負の記号ほ定性的な比較実験であるから

任意にとってある｡

以上の実験結果からつぎのことが推定される｡すなわち機械研摩

料の変質層は2

除去されるからごく薄いと考えられる｡その下の層は相当厚く約3

ことから加工ひずみ層と考えてよい｡この場合の稀

対して受動態現象を

化による誤

硝酸では鉄に

ほ無視しうるから,時間的経移のみから判定すれば前

記の2模の層の厚さほ約1対40の比となるが,酸に対する活性その

ほかの性質が異なることが十分考えられるから,木場験結果のみで

厚さの判定はできない｡
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第18囲 n2(9000C)焼鈍試料の

変質層境界面(×420)

3･5 変質層の厚さの決定

これまでの実験結果から機械研 試料には変質屑が存在するこ

が明らかとなったので本節でほその厚さを測定した結果につい

べる｡

と

まず始めにこの変矧百を直接観測する意図で白紙2号の9000C焼

鈍試料を用い5/′0のエメリ研摩を行い,これをメチルメタクリル樹

脂に埋込みェメリ研摩面に正角な試料断面を研摩レミフおよび腐食

を注意しつつ振り返した｡これを光学顕微鏡により400倍で観測し

たが網状セメンタイトの厚さの変化はもちろん,変

ほ認められなかった｡また同試料を電解研 した場 ∴

層らしいもの

も端面が電解

され観察不可能であった｡これはいずれの場合も多少端面がまるく

なり,またたとえ変質層が存在してもあまり いため認め得なかっ

たものであろう｡そこで今度は極端な場合を例にとり,同じ 料を

ユメリ研摩のさい,意識的に強圧力を加えたものを金属埋込用樹脂

中で

け, ･′
ヽ

め,研摩両に約400の角度で切断後,水砥石をていねいにか

フ研摩を一 重に約15分かけて く腐食してみた｡その結果を

第柑図に示す｡前述のように変質層ほ耐食性が異なるので黒く腐

食され･試料母地との境界のみにしかピントが合わないが正常組織

と変質層との境界はかなりほっきりと区別され,網状セメンタイト

に相当する部分は明らかに太く 化していることがわかる｡この場

合ほ故意に研摩中圧力を加えたので,変質屑もかなり厚いと考えら

れるが･参考のためその厚さを算出した結果,約20/Jであった｡

つぎに重量法による実験結果について述べる｡ある 料の表面が

一様に減ったものとすればその平均厚さdほ次式で与えられる｡
lt'll●

5β

Iア:初めの重量

lγ′:後の京島

ぶ:表面積

P:試料の比重

試料は12mm3に仕上げた標準組魔の白紙1号および

用い,一画をェメリ研摩後

磁軟鉄を

量を測定し,次にパフ研摩,腐食を少し

ずつ注意しながら行い,そのつど,顕微鏡で組織を観察し,正常な組

織の現出するまでこの操作を繰り返し重量減を測定した｡この結果

を(4)式により計算すると,白紙1号の場合約1.5/`, 磁軟鉄では

約-1･2/Jとなった｡また同様な方法で自紙1号を電解により

を除去した場合,その厚さほ約1･4一"を得た｡すなわちこれを400倍

で検鏡する場合は端面より0.6mm以下の厚さ内での変化であるか

ら直接顕微鏡でその厚さや状況を観測することは困難といえる｡

4.芳

4.1変質層について

1901年Beilbyほ軟質合金のみならず廠質合金においてもこの琢

摩面にほ流動的非晶質性の物質の薄い層が存 すること,およびこ

28

号 第5集 日立評論別冊第42号

の物質ほ高粘度流態にきわめてこく似した状態をぷすことを報告し

た(6)`7)｡この表層皮膜ほ30～100ÅでBeilbyほ非晶質(amoroph･

OuS)というよりもむしろガラス (vitreous)とすべきだと論じたが,

確認されるに至っていない｡激しい光沢 きの際発生する強制琢摩

(forcedpolish)もこれが深部まではいることにより生ずるともさ

れている｡

これと同様な現象が金属の 耗試験においても生ずる(8)｡この場

創■ま数/′の変質層が得られ,その原因ほ試料表面の凸起,結晶吹合,

引接および粘 引張などによる加工硬化に基づき非晶質の細粒とな

り,表面エネルギーほ大で清性を墨し,化学反応を生じやすくなるも

のとされている(8)(9)｡ゆえにこの層の性質により耐 某毛性が決定さ

れるわけであるが,そのほかこの変質屑に関係ある事項をあげると,

軟い金属に生じやすいこと,傾度を増加すること,光輝を増すこと,

とこす 組織微細化の幌向を示すことおよびガスを多

く含むらしいことなどである｡電解研 の場創王当然,加工ひずみ

を受けず上記変質眉が除かれるから電気的性質,すなわち接触抵抗

が少なく 断能力が大となり,不銑鋼の場合は耐銃性が数10倍

よくなるとの報告(10)もある｡エメリ研摩を軽く行った場合でも原

子の移動が表両部に起り,非■針賢層あるいは変質層を生ずるとの

説(11)(12)もある｡

これらの諸文献および尖j 結果を考察して本研究で取扱った試料

の変質掴もBeilby層すなわち流動非晶質層と研摩加工ひずみ層か

らなるものと考えられるが,前者はきわめて薄く恐らく検鏡腐食の

さいほとんど除かれ,たとえ残ったとしても可視光線を容易に通過

させる 度の厚さと考えられる｡したがって鉄鋼の顕微鏡組織に影

響を及ぼす変質層ほ大部分,エメリ紙研摩による加工ひずみ層とみ

られる｡

4.2 研摩法について

以上に述べたとおり鉄鋼 料においても機械的研 の場合ほ

屑を生じ不正確な組織を現出する場合がある｡ただし焼入試科その

ほか比較的硬度の大なる試料では特に問題ほ生じない｡また低硬度

試料においても炭化物が非常に微細な場合ほ非晶質層ほ生ずるが,

過大な卿ヒ物として現出することほ少ないようである｡

高速度鋼のような複炭化物を作る試料の顕微鏡組織の正否は簡単

な面積計算などにより判定できないが,焼鈍した場合ほやはり変質

層を生ずる可能性がある｡したがって研摩法としてほ電解研 の可

能なものは能率の点からみてもなるべく電解研摩を採用すべきであ

るが･電解研摩の不可能な試料については特に機械研摩のさい加工

ひずみを受けないようにせねばならない｡しかし研摩の機構からい

えば逆にある程度の加工ひずみが残るような条件でなければ研摩が

進行しないとも考えられるから多少ほ変質層ほ生成するものとみね

ばなるまい0またこの変質層がェメリ研摩だけによって生ずるか否

かについても検討の余地があるが,一応ユメリ研摩はなるべく軽く

行い,パフをていねいにかけるか,パフ,腐食を繰り返す方法が推

奨される｡またこれらの機械的研摩の条件は各試料により異なるか

ら実際個々の試料について検討する必要がある｡

なお焼鈍高炭素鋼を機械研摩したさい生ずる過大炭化物の挙動に

ついてほ別の機会に報告したい｡

以上の 験結果を要約するとつぎのとおりである｡

(1)鉄鋼の低硬度試料の顕微鏡組織に及ぼす研摩方法の影響を

べ機械研摩と

はある程度パフ研

(3)

解研摩との差異を確かめた｡

と腐食を繰り返す必要がある｡

解研摩試料は変質層を生ぜず短時間で正確な組織が得ら
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れる｡ただし鋼位によってば電解研惟因難な場合がある｡

(4)この 質層ほ主として機械研

成された加工ひずみ層と

ているものと考えられる｡

(5)通常の低硬度鉄鋼

のさいの加工応力により生

面のごく薄い流動非晶質層とからなっ

料を機械研摩した場合の組織を妨げる

変質層の厚さは約1.5/∠以下である｡またこの変質層は表面硬度

をやや増加せしめ,腐食されやすい傾向がある｡

最後に終始ご指導を賜った小柴冶金研究所長に深謝の意を表す

る｡
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